
律
令
祭
と
旧
大
津
地
方
裁
判
所
の
建
物

『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
十
年
正
月
六
日
の
条
に
「
冠
位
法
度
の
事
を
施
ひ

行
ひ
た
ま
ふ
。
法
度
冠
位
の
名
は
具
に
新
律
令
に
載
す
」
と
み
え
、
平
安
時
代

初
期
の
法
律
書
『
弘
仁
格
式
（
こ
う
に
ん
き
ゃ
く
し
き
）
』
序
文
に
よ
る
と

「
天
智
天
皇
元
年
（
称
制
七
年

六
六
八
年
）
に
至
り
令
二
十
二
巻
」
が
制
定

さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
『
近
江
令
』
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
現
存
し
な
い
た
め
に
実
在
し
な

か
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
の
で
す
が
、
日
本
最
初
の
成
文
法
と
し
て
、
そ
の
後

の
飛
鳥
浄
御
原
令
・
大
宝
律
令
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
江
神
宮
は
法
律
の
神
と
し
て
も
崇
敬
さ
れ
て
お
り
、
日
本
書
紀
の
記
述
に

あ
る
天
智
天
皇
十
年
正
月
六
日
を
太
陽
暦
に
直
す
と
（
西
暦
六
七
一
年
）
二
月

二
十
三
日
と
な
る
の
で
、
近
江
神
宮
御
創
建
当
初
か
ら
二
月
二
十
三
日
に
「
律

令
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
律

関
係
者
と
い
う
と
、
政
教
分
離
の
面

か
ら
微
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

近
年
は
参
列
が
な
い
の
で
す
が
、
昭

和
五
十
年
代
初
め
ま
で
は
弁
護
士
な

ど
の
参
列
も
あ
り
、
も
っ
と
前
は
検

察
・
裁
判
所
ほ
か
の
法
務
関
係
者
の

参
列
も
あ
り
ま
し
た
。

近
江
神
宮
境
内
に
は
、
旧
大
津
地

方
裁
判
所
の
玄
関
車
寄
せ
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
建
物
が
移
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
二
十
三
年
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
裁
判
所

の
新
築
に
あ
た
っ
て
解
体
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
二
十
四
年
に
は
大
津
事
件
の
公

判
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
明
治
建
築
の
消
滅
が
惜
し
ま
れ
、

「
法
律
の
神
」
と
し
て
の
由
緒
に

よ
り
、
近
江
神
宮
に
譲
渡
さ
れ
、

移
築
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
自
動

車
清
祓
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

建
物
が
そ
れ
で
、
そ
の
後
、
平
成

十
年
に
近
江
神
宮
本
殿
以
下
の
建

物
が
登
録
文
化
財
と
と
し
て
登
録

さ
れ
る
と
き
に
、
こ
の
自
動
車
清

祓
所
も
登
録
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
十
五
年
の
近
江
神
宮
創

建
よ
り
五
十
年
ほ
ど
古
い
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ち
は
や
ふ
る
」
実
写
映
画
公
開

競
技
か
る
た
を
題
材
に
し
た
漫
画
「
ち
は
や
ふ
る
」
が
、
雑
誌
連
載
開
始
よ

り
八
年
と
な
り
、
そ
の
間
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
と
し
て
も
放
映
さ
れ
、

近
江
神
宮
は
中
心
の
舞
台
と
し

て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に

も
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
に
入
っ
て
か
ら
は

実
写
映
画
化
が
始
ま
り
、
高
校

生
を
中
心
と
す
る
青
春
映
画
の

代
表
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
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四
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平
成
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十
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十
日
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ま
す
。

昨
年
七
月
に
は
二
週
間
に
わ
た
っ
て
近
江
神
宮
で
の
ロ
ケ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
境
内
で
の
高
校
か
る
た
選
手
権
大
会
の
開
会
式
や
大
会
の
実
際
の
場
面
も

撮
影
さ
れ
、
一
部
は
映
画
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
三
月
十
九
日
か
ら
「
上

の
句
」
（
前
編
）
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
下
の
句
（
後
編
）
が
、
東
宝
の
配
給

に
よ
り
全
国
の
映
画
館
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

入
江
神
社
―
近
江
神
宮
の
御
分
霊
を
奉
斎

戦
前
か
ら
食
料
増
産
計
画
の
な
か
で
、
琵
琶
湖
の
内
湖
で
も
干
拓
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
米
原
市
の
入
江
内
湖
は
昭
和
十
九
年
か
ら
干
拓
が
行

わ
れ
、
二
十
五
年
に
完
成
し
て
三
〇
〇
町
歩
の
美
田
と
な
り
、
一
〇
三
戸
が
入

植
し
ま
し
た
。
入
植
し
た
ば
か
り
の
昭
和

二
十
六
年
十
一
月
に
は
湖
国
巡
幸
の
昭
和

天
皇
を
お
迎
え
し
て
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

ま
も
な
く
入
植
者
の
鎮
守
と
し
て
神
社

の
創
建
が
企
て
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
年
三

月
に
近
江
神
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
、
仮

に
事
務
所
の
神
棚
に
奉
安
、
同
年
十
二
月

造
営
工
事
が
竣
工
し
、
入
江
神
社
が
御
鎮

座
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
六
十
周
年
と
な

り
ま
す
。
毎
年
四
月
十
五
日
に
は
例
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

楼
門
の
屋
根
葺
替
え
工
事

昨
年
、
時
計
館
宝
物
館
の
銅
板
葺
替
え
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
楼

門
の
銅
板
葺
替
え
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
楼
門
の
屋
根
は
も
と
も
と
檜

皮
で
葺
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
、
放
火
に
よ
り

焼
け
、
そ
の
後
、
銅
板
に
葺
き
替
え
る
と
と
も
に
、
白
木
で
あ
っ
た
柱
や
軒
な

ど
を
朱
塗
り
と
し
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
に
再
建
し
ま
し
た
。
そ
の
後
六
十
年

を
経
て
傷
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の
時
計
館
の
屋
根
葺
替
え
に
続

い
て
本
年
楼
門
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
初
め
か
ら
取
り
か
か
り
、
九
月
末
ま
で
に
竣
工
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
、
基
本
的
に
は
楼
門
を
く
ぐ
っ
て
参
拝
す
る
こ
と
は
で
き
る
予
定

で
す
が
、
工
事
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
通
行
で
き
な
い
場
合
は
北
神
門
ま
た
は

時
計
館
横
か
ら
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
不
便
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
了
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
守
り
な
ど
の
神
符
授
与
所
は
工
事
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
楼
門
側
の
窓
口
は

使
え
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
祈
祷
の
受
付
な
ど

は
通
常
の
反
対
側
の
窓
で
行
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
か
ら
初
夏
の
祭
典
・
行
事

三
月
十
七
日

午
前
十
一
時

祈
年
祭

四
月
二
十
日

午
前
十
時

例
祭

勅
使
参
向

四
月
二
十
四
日

午
後
二
時

近
江
ま
つ
り
子
供
み
こ
し
渡
御

五
月
十
七
日

午
前
十
一
時

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭
（
崇
福
寺
跡
に
て
）

六
月
五
日

午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

六
月
九
日

午
前
十
時

献
茶
祭

六
月
十
日

午
前
十
一
時

漏
刻
祭

六
月
二
十
六
日

午
前
十
一
時

献
菓
献
煎
茶
祭

六
月
三
十
日

午
前
十
一
時

日
供
神
饌
講
講
社
大
祭

饗
宴
祭

六
月
三
十
日

午
後
四
時

大
祓
式

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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「
日
供
神
饌
講
」
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